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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第63期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第62期

会計期間
自平成21年１月１日
至平成21年３月31日

自平成22年１月１日
至平成22年３月31日

自平成21年１月１日
至平成21年12月31日

売上高（千円） 27,400,58826,629,081104,429,761

経常利益（千円） 385,108 264,878 941,712

四半期（当期）純利益（千円） 237,520 164,052 578,952

純資産額（千円） 4,983,005 5,415,998 5,252,290

総資産額（千円） 26,291,27825,357,40229,102,843

１株当たり純資産額（円） 535.39 587.13 567.19

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 28.01 19.35 68.27

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 17.3 19.6 16.5

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） △1,293,391 670,363 △2,134,235

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △34,221 △71,384 △237,640

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） 1,529,886 △566,469 2,140,884

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
2,479,060 2,069,538 2,035,301

従業員数（人） 413 426 423

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 426 (345)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者は除いており、グループ外から当社グループへの

出向者は含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託契約及び契約社員を含み、派遣社員を

除いております。）は、（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 162 (107)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除いており、社外から当社への出向者は含んでおります。）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託契約及び契約社員を含み、派遣社員を除いております。）は、（　）内に

当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

前年同四半期比
（％）　

米穀事業（千円） 11,049,993 89.6

食品事業（千円） 804,717 140.7

合計（千円） 11,854,710 91.8

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

前年同四半期比
（％）　

米穀事業（千円） 10,078,749 99.8

鶏卵事業（千円） 1,320,822 86.1

食品事業（千円） 554,357 65.3

飼料事業（千円） 797,365 102.9

合計（千円） 12,751,295 96.2

　（注）１．金額は仕入価額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注状況

　該当事項はありません。
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(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

前年同四半期比
（％）　

米穀事業（千円） 22,149,830 97.6

鶏卵事業（千円） 1,436,002 86.1

食品事業（千円） 2,041,002 99.2

飼料事業（千円） 1,002,247 102.5

合計（千円） 26,629,081 97.2

　（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

㈱イトーヨーカ堂 3,955,287 14.4 3,201,915 12.0

日本デリカフーズ協同組合 2,841,012 10.4 3,001,234 11.3

４．米穀事業の内容は次のとおりであります。

区　　分

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

精米 玄米 その他 計

数量
構成比（％） 83.5 16.5 － 100.0

トン 97,583 19,234 － 116,817

売上高
構成比（％） 79.7 20.2 0.1 100.0

千円 18,080,3764,586,46629,46522,696,309

　

区　　分

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

精米 玄米 その他 計

数量
構成比（％） 78.7 21.3 － 100.0

トン 87,592 23,742 － 111,334

売上高
構成比（％） 75.3 24.5 0.2 100.0

千円 16,671,4725,440,64537,71222,149,830

　

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

EDINET提出書類

木徳神糧株式会社(E02934)

四半期報告書

 5/23



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、新興国向け輸出の持ち直しや景気対策の効果により回復

の兆しが見られるものの、先行きの不透明感から依然として厳しい状況が続いております。

食品業界におきましても、雇用・所得への不安等により個人消費が依然低迷しており、価格競争が消費喚起のた

めに多用される等、取巻く環境は大変厳しいものとなっております。　

このような状況のなか、当社グループにおきましては、既存取引の基盤強化、新規取引先開拓の推進、付加価値商

品の開発体制の強化を図る一方で、製造効率の向上、製販連動の在庫管理の改善、販売・管理コストの削減に努め

てまいりました。

この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は売上高26,629百万円（前年同期比2.8％減）、営業利益302百万円

（同18.0％減）、経常利益264百万円（同31.2％減）、当四半期純利益164百万円（同30.9％減）となりました。 

①米穀事業 

米穀事業につきましては、民間在庫の過多で卸売価格が下落しているなか、卸業者間における玄米販売を強

化し、玄米販売数量は増加いたしましたが、小麦価格の大幅な値下げを背景にパンや麺類に比べ米の消費が大

幅に減退したため、量販・スーパー等向けの家庭用精米のみならず、外食等向けの業務用の精米販売数量は減

少いたしました。この結果、売上高は22,149百万円（前年同期比2.4％減）となりました。また、製造コスト、販

売・管理コストの削減に努めてまいりましたが、価格競争の激化が利益率の低下をもたらした結果、営業利益

は395百万円（同13.6％減）となりました。

②鶏卵事業 

鶏卵事業につきましては、販促機会の減少により販売数量が大幅に減少した結果、売上高は1,436百万円

（前年同期比13.9％減）、営業利益は30百万円（同25.8％減）となりました。

③食品事業

食品事業につきましては、消費不振の影響で鶏肉や惣菜販売は低調に推移いたしましたが、もち米関連や機

能性食品等の販売は好調に推移いたしました。この結果、売上高は2,041百万円（前年同期比0.8％減）、営業

利益30百万円（同1.3％増）となりました。　

④飼料事業 

飼料事業につきましては、価格下落が続く中で、販売数量の増加が図られ、売上高は1,002百万円（前年同期

比2.5％増）となりました。また、数量増加に加えて、仕入コストを抑えた結果、営業利益は65百万円（同

15.7％増）となりました。

（2）財政状態の分析

当第１四半期末における総資産は25,357百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,745百万円の減少となりまし

た。これは主に投資有価証券の増加額70百万円等がありましたが、受取手形及び売掛金の減少額974百万円、たな卸

資産の減少額928百万円、前渡金の減少額1,807百万円、有形固定資産の減少額72百万円等があったためでありま

す。

負債につきましては負債合計が19,941百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,909百万円の減少となりまし

た。これは主に支払手形及び買掛金の減少額1,898百万円、短期借入金の減少額305百万円、未払法人税等の減少額

296百万円、流動負債のその他の減少額1,269百万円、社債の減少額158百万円等があったためであります。

純資産につきましては純資産合計が5,415百万円となり、前連結会計年度末と比べ163百万円の増加となりまし

た。これは主に利益剰余金の増加額138百万円等があったためであります。　
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（3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

34百万円の増加となり、当第１四半期連結会計期間末では、2,069百万円(前年同期比16.5％減)となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間の営業活動の結果獲得した資金は、670百万円(前年同期は1,293百万円の使用)とな

りました。これは主に法人税等の支払額357百万円に対し、売上債権の減少971百万円があったこと等によるもので

あります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間の投資活動の結果使用した資金は、71百万円(前年同期比108.6％増)となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出86百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間の財務活動の結果使用した資金は、566百万円(前年同期は1,529百万円の獲得)とな

りました。これは主に長期借入れによる収入250百万円に対し、短期借入金の減少299百万円、長期借入金の返済に

よる支出325百万円、社債の償還による支出158百万円があったこと等によるものであります。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。   

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,530,000 8,530,000
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

単元株式数

1,000株

計 8,530,000 8,530,000 － －

（注）第１四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所であります。なお、ジャスダック証券

取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しておりますので、同日以降の上場金融商品取引所は、大阪

証券取引所であります。 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年１月１日 

 ～

平成22年３月31日

－ 8,530 － 529,500 － 331,500

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。  
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成21年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成21年12月31日現在

 区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他）  － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
 普通株式　　

　
50,000 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　 8,411,000 8,411 －

 単元未満株式
 普通株式　　

　
69,000 － －

 発行済株式総数 　　　　　　 8,530,000 － －

 総株主の議決権 －  8,411 －

  

②【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は

名称
 所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％） 

 木徳神糧㈱
東京都江戸川区西

瑞江2-14-6
50,000 －  50,000 0.59

 計 －  50,000 －  50,000 0.59

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

 
２月

 
３月

最高（円） 397 385 395

最低（円） 385 353 372

（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。なお、ジャスダック証券取引所は平成22

年４月１日付で大阪証券取引所と合併しております。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日か

ら平成22年３月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、ＳＫ東京監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,107,335 2,072,879

受取手形及び売掛金 8,400,286 9,375,149

商品及び製品 3,735,602 4,060,477

仕掛品 440,433 491,564

原材料及び貯蔵品 1,394,096 1,946,749

前渡金 322,269 2,130,146

未収入金 98,869 104,413

繰延税金資産 135,942 157,446

その他 217,415 245,770

貸倒引当金 △6,059 △7,545

流動資産合計 16,846,193 20,577,053

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,642,724 2,692,226

機械装置及び運搬具（純額） 1,132,227 1,132,127

土地 2,957,521 2,957,521

リース資産（純額） 23,937 25,081

その他（純額） 50,688 73,020

有形固定資産合計 ※1
 6,807,100

※1
 6,879,978

無形固定資産

ソフトウエア 31,758 30,243

その他 43,947 44,304

無形固定資産合計 75,705 74,547

投資その他の資産

投資有価証券 979,668 909,522

長期貸付金 7,507 7,606

長期前払費用 14,121 17,724

繰延税金資産 5,426 4,644

その他 710,839 734,643

貸倒引当金 △89,160 △102,877

投資その他の資産合計 1,628,403 1,571,263

固定資産合計 8,511,209 8,525,789

資産合計 25,357,402 29,102,843
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,670,591 4,568,840

短期借入金 11,116,776 11,422,657

1年内償還予定の社債 874,200 874,200

1年内返済予定の長期借入金 1,103,276 1,138,872

未払法人税等 79,227 375,235

繰延税金負債 － 632

賞与引当金 221,721 142,809

役員賞与引当金 － 1,400

リース債務 4,576 4,576

その他 1,320,975 2,590,824

流動負債合計 17,391,344 21,120,049

固定負債

社債 575,500 733,600

長期借入金 1,364,109 1,404,073

繰延税金負債 487,603 464,435

退職給付引当金 31,688 30,625

リース債務 19,360 20,505

負ののれん 937 2,174

その他 70,859 75,090

固定負債合計 2,550,059 2,730,503

負債合計 19,941,403 23,850,552

純資産の部

株主資本

資本金 529,500 529,500

資本剰余金 331,500 331,500

利益剰余金 4,168,540 4,029,927

自己株式 △18,862 △18,862

株主資本合計 5,010,677 4,872,064

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △991 △39,340

繰延ヘッジ損益 24,097 29,610

為替換算調整勘定 △54,934 △52,573

評価・換算差額等合計 △31,827 △62,304

少数株主持分 437,149 442,530

純資産合計 5,415,998 5,252,290

負債純資産合計 25,357,402 29,102,843
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 27,400,588 26,629,081

売上原価 25,630,053 24,929,092

売上総利益 1,770,535 1,699,989

販売費及び一般管理費 ※
 1,401,499

※
 1,397,427

営業利益 369,036 302,562

営業外収益

受取利息 1,049 270

受取配当金 203 378

不動産賃貸料 15,853 13,344

負ののれん償却額 6,918 1,236

デリバティブ評価益 19,647 4,160

為替差益 26,676 －

その他 19,156 13,952

営業外収益合計 89,506 33,342

営業外費用

支払利息 66,022 62,317

不動産賃貸費用 3,610 3,749

為替差損 － 3,908

その他 3,802 1,051

営業外費用合計 73,434 71,026

経常利益 385,108 264,878

特別利益

貸倒引当金戻入額 769 2,846

関係会社事業損失引当金戻入額 11,595 －

その他 1,590 339

特別利益合計 13,956 3,185

特別損失

固定資産売却損 109 2,498

固定資産除却損 1,714 105

貸倒引当金繰入額 11,309 －

その他 564 1,839

特別損失合計 13,698 4,443

税金等調整前四半期純利益 385,366 263,620

法人税、住民税及び事業税 146,206 76,047

法人税等調整額 △6,049 21,209

法人税等合計 140,156 97,257

少数株主利益 7,689 2,310

四半期純利益 237,520 164,052
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 385,366 263,620

減価償却費 130,555 128,051

負ののれん償却額 △6,918 △1,236

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,539 △15,202

賞与引当金の増減額（△は減少） 80,156 78,912

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,000 △1,400

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,138 1,063

受取利息及び受取配当金 △1,253 △648

支払利息 66,022 62,317

固定資産売却損益（△は益） 109 2,498

固定資産除却損 1,714 105

デリバティブ評価損益（△は益） △19,647 △4,160

売上債権の増減額（△は増加） 478,703 971,172

たな卸資産の増減額（△は増加） 422,764 921,477

仕入債務の増減額（△は減少） △2,558,643 △1,898,171

その他 △223,072 550,689

小計 △1,235,465 1,059,090

利息及び配当金の受取額 1,253 602

利息の支払額 △81,463 △42,343

法人税等の支払額 △46,305 △357,380

その他 68,589 10,395

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,293,391 670,363

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △52 △48

有形固定資産の取得による支出 △19,072 △86,555

有形固定資産の売却による収入 13 2,740

無形固定資産の取得による支出 － △4,465

投資有価証券の取得による支出 △8,095 △5,703

貸付けによる支出 △100 △200

貸付金の回収による収入 1,893 186

その他 △8,808 22,661

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,221 △71,384
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,200,086 △299,641

長期借入れによる収入 312,278 250,000

長期借入金の返済による支出 △342,270 △325,560

社債の償還による支出 △608,100 △158,100

リース債務の返済による支出 － △1,144

自己株式の取得による支出 △82 －

配当金の支払額 △25,442 △25,439

少数株主への配当金の支払額 △6,583 △6,583

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,529,886 △566,469

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,255 1,728

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 213,529 34,237

現金及び現金同等物の期首残高 2,271,377 2,035,301

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

24,925 －

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △30,770 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,479,060

※
 2,069,538
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算

定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと

著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸

倒見積高を算定しております。 

２．たな卸資産の評価方法 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結

会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっており

ます。

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて簿

価切下げを行う方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税金資

産及び繰延税金負債の算定方

法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

且つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によってお

ります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 
 

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年３月31日）

 
 

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※１

　

　２　

　有形固定資産の減価償却累計額は、10,876,143千円

であります。

　債務保証 

　下記関係会社の金融機関等からの借入金等に対し、

債務保証を行っております。

※１

　

　２　

　有形固定資産の減価償却累計額は、10,787,559千円

であります。 

　債務保証 

　下記関係会社の金融機関等からの借入金等に対し、

債務保証を行っております。

　 東洋キトクフーズ㈱ 131,590 千円

木徳九州㈱ 573,593 

備前食糧㈱ 1,664,631 

アンジメックス・　キ

トク有限会社
37,216 

合計 2,407,030 

　 東洋キトクフーズ㈱ 154,172 千円

木徳九州㈱ 662,812 

備前食糧㈱ 1,673,808 

アンジメックス・　キ

トク有限会社 
159,523 

合計 2,650,315 

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃荷役料 557,368千円

給料及び手当 358,759　

減価償却費 19,991　

賞与引当金繰入額 47,462　

退職給付費用 17,987　

運賃荷役料 547,940千円

給料及び手当 362,880　

減価償却費 21,891　

賞与引当金繰入額 47,155　

退職給付費用 5,510　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年３月31日現在） （平成22年３月31日現在）

現金及び預金勘定 2,544,442千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △65,381 

現金及び現金同等物 2,479,060 

 

現金及び預金勘定 2,107,335千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △37,796 

現金及び現金同等物 2,069,538 

 

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　8,530,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　   50,029株  

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。  

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年３月25日

定時株主総会
 普通株式  25,439  3 平成21年12月31日 平成22年３月26日利益剰余金

 

(2）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

 
米穀事業
（千円）

鶏卵事業
（千円）

食品事業
（千円）

飼料事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対する売

上高
22,696,3091,668,6912,057,721977,86627,400,588 － 27,400,588

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
474,432 5,564 37,737 － 517,734(517,734) －

計 23,170,7411,674,2552,095,459977,86627,918,323(517,734)27,400,588

営業利益 458,023 41,046 29,981 56,732 585,783(216,747)369,036

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

 
米穀事業
（千円）

鶏卵事業
（千円）

食品事業
（千円）

飼料事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対する売

上高
22,149,8301,436,0022,041,0021,002,24726,629,081 － 26,629,081

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
653,532 11,532 26,177 － 691,243(691,243) －

計 22,803,3631,447,5342,067,1801,002,24727,320,325(691,243)26,629,081

営業利益 395,754 30,461 30,380 65,655 522,252(219,690)302,562

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品・商品

(1）米穀事業…………業務用精米、家庭用精米、玄米、加工米飯用米等

(2）鶏卵事業…………家庭用卵（一般卵・特殊卵）、業務用卵

(3）食品事業…………鶏肉、加工食品、米粉等

(4）飼料事業…………飼料  

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年３月31日） 

有価証券の当第１四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。 

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年３月31日） 

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年３月31日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 587.13円 １株当たり純資産額 567.19円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 28.01円

 

なお、潜在株式調整後１株あたり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 19.35円

 

なお、潜在株式調整後１株あたり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

四半期純利益（千円） 237,520 164,052

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 237,520 164,052

期中平均株式数（千株） 8,480 8,479

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第１四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連

結会計年度末と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年５月14日

木徳神糧株式会社

取締役会　御中
 

ＳＫ東京監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 江部　安弘　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　圭寿　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている木徳神糧株式会社の

平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年

３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、木徳神糧株式会社及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年５月12日

木徳神糧株式会社

取締役会　御中
 

ＳＫ東京監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 江部　安弘　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　圭寿　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている木徳神糧株式会社の

平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、木徳神糧株式会社及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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